	基本操作－３５
	気 体 の 比 重 測 定

（シリング比重）
	作    成
	

	
	
	
	

	
	ポイント

	
	· 測定中室内の換気を停止してはならない。

· 詳細はＪＩＳ-Ｋ-２３０１（ブンゼンシリング法）に従う。

(2)ガスチューブに空気を入れ、測定範囲をオーバーフローしない程度に調整する。

  又、測定中水の量を変化させてはならない。

(4)(5)空気及び試料ガスは充分パージし、２連球スプレー、ガスチューブ内の空気・ガスを置換する。



	


燃料ガス風船





ガスチューブ Ｅ





測定方法


オリフィス用コックＡ及びコックＢを開け、２連球スプレーＣを動かしＣ及びガスチューブＥの中を空気でパージ。


Ｃを動かし空気をＥ下線以下迄入れＢを閉じ、Ｅ中の水面の上昇速度を測定（Ｅの下線から上線迄上昇するに要する秒数）。　　０．１秒まで読みとる。


試料ガスの測定はＣにＤを接続しＣ，Ｅ中の空気を充分パージ後、２）項と同様にして試料ガスの値を測定する。





計算式（ＪＩＳ－Ｋ－２３０１）


Ｓ＝Ｂ２／Ａ２＋α





Ｓ：乾燥空気に対する乾燥試料ガスの比重


Ａ：空気の流出時間(秒)


Ｂ：試料ガスの流出時間(秒)


α：乾燥ガス比重に換算するための補正値





Ｄ





温度計





水





オリフィス





オリフィス用


　　　　コック Ａ





２連球 Ｃ


スプレー





コック Ｂ





測定器具





いいえ





測定は２回行ったか





はい





容器中の水を


こぼさなかったか





１、２回目の測定値の平均を測定値とする





終 了





開  始





１、２回目の


測定値の差は0.010以下か








いいえ





はい
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(5)





計算式を参照し測定値を計算する





試料ガスを測定する





測定方法を参照し空気を測定する





水温を測定する





試験器の水レベルを調整する





室内換気ファンをスタ―トする





いいえ





はい
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